


























A Study of Lessons Leading to Child Understanding:
From the Perspective of the Area “Human Relationships”
キーワード：理解、人間関係、保育者養成、幼児教育





The development of infants’ skills in interacting with others is the basis of the guidance 
of the area “Human Relationships” in the training of future childcare education workers. 
With the aim of developing a lesson specialty matters concerning development of these 
skills, we studied how students understand the appearance of in infants from photographs 
of childhood receiving care. From the results, the importance of good understanding of 
infants became clear as a fundamental understanding before the assumption of behavior as 
a childcare education workers. Based on this, we designed a lesson plan that not only can 
achieve the overall goal of the lesson on “Infants and Human Relationships”, and but can 






























































































































































































































































A、 B、 コマを描いている。 52名（100％）
Aがコマを見ている  （その姿をBが見ている） 47名  （90％）
Aの表情が描かれていない。  3名   （6％）
Ａの視線がコマに向いていない。   2名   （4％）
H29（60名） Ｂは誰か H30（52名）
24名（40％） 保育者（含先生、教師等） 37名（71％）
  1名  （2％） 親（含母親、保護者、養育者）   8名（15％）
28名（47％） 女の子   5名（10％）
  2名  （3％） 園児（含子ども）   0名  （0％）
  0名  （0％） 大人   2名  （4％）
  5名  （8％） 未回答   0名  （0％）
Aの考え H29（60名） H30（52名）
コマの回転についての疑問 23名（38％） 25名（48％）
自分が回すことへの思い   6名（10％）   2名 （4％）
回っている   4名 （7％）   0名 （0％）
見ている   0名 （0％）   4名 （8％）
これは何か？   7名（12％）   2名 （4％）
その他（眠い、つまらない、悲しい、
飽きた等）
  7名（12％）   9名（17％）




4名（7％） 園児  9名（17％）
1名（2％） 幼児  5名（10％）






































14名（23％）  3名 （6％）
コマへの関心  7名（12％）  1名 （2％）
Aへの関わりの欲求
（一緒に遊びたい）
 7名（12％）  1名 （2％）








 4名 （7％）  2名 （4％）
Aへの関わり（声かけ）  0名 （0％）  9名（17％）
その他  0名 （0％）  5名（10％）




???? ????Aへの関心  3名 （5％）  6名（12％）
Aへの関わり
（帰るよ。早く片づけて。）
 0名 （0％）  1名 （2％）










































1  指導する 20名（38％）
2  見守る 17名（33％）
3  子どもがどうしたいか話を聞く 14名（27％）
4  要求がでたらそれに合わせる  4名 （8％）
5  一緒に遊ぶ  9名（17％）
6  その他  4名 （8％）
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